
 
 

 

広
域
的
地
域
活
性
化
の
た
め
の
基
盤
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

 

令
和
六
年
五
月
十
四
日 

 

参
議
院
国
土
交
通
委
員
会 

 

  

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
運
用
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

一 

本
法
に
よ
る
措
置
は
、
地
域
の
活
性
化
と
と
も
に
東
京
一
極
集
中
の
是
正
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

 

二 

二
地
域
居
住
等
に
係
る
施
策
の
効
果
を
検
証
し
、
今
後
の
検
討
に
資
す
る
た
め
、
二
地
域
居
住
者
等
の
実
数
及
び
そ
の
居

住
地
を
把
握
し
公
表
す
る
こ
と
。
ま
た
、
今
後
の
二
地
域
居
住
者
等
の
推
計
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り
具
体
的
に
把
握
し

公
表
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

 

三 

二
地
域
居
住
等
の
促
進
に
関
し
、
附
則
第
四
条
に
基
づ
く
検
討
に
際
し
て
は
、
本
法
の
枠
組
み
に
よ
る
制
度
や
市
町
村
主

体
に
よ
る
推
進
の
適
否
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
と
実
態
に
基
づ
く
検
証
を
踏
ま
え
、
根
本
的
に
検
討
す
る
こ
と
。 

 

四 

二
地
域
居
住
等
を
実
施
す
る
際
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
及
び
そ
れ
に
応
じ
た
費
用
負
担
の
在
り
方
並
び
に
こ
れ
ら
に

対
す
る
二
地
域
居
住
者
等
の
意
見
の
反
映
の
た
め
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
二
地
域
居
住
等
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
重
要
な

論
点
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
諸
外
国
の
事
例
も
含
め
て
早
急
に
検
討
を
進
め
、
二
地
域
居
住
者
等
が
希
望
す
る
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
。
な
お
、
本
法
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
本
項
に
係
る
方
策
等
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し
、
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

五 

二
地
域
居
住
等
を
実
施
す
る
際
の
移
動
費
用
の
負
担
軽
減
に
係
る
支
援
を
検
討
す
る
こ
と
。
そ
の
支
援
期
間
に
つ
い
て
は
、

二
地
域
居
住
等
を
長
期
間
に
わ
た
り
実
施
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
な
お
、
本
法
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
本

項
に
係
る
方
策
等
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 



六 

二
地
域
居
住
等
に
伴
う
地
域
内
の
移
動
に
お
け
る
時
間
的
な
負
担
等
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
必
要
な
交
通
基
盤

の
整
備
に
関
す
る
支
援
策
を
講
ず
る
こ
と
。
ま
た
、
二
地
域
居
住
先
等
で
の
住
ま
い
の
確
保
の
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
空

き
家
や
既
存
施
設
の
有
効
活
用
等
の
た
め
の
支
援
策
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。 

 

七 

二
地
域
居
住
等
を
適
正
か
つ
円
滑
に
促
進
す
る
た
め
、
二
地
域
居
住
者
等
が
居
住
先
で
果
た
す
べ
き
役
割
や
責
任
の
在
り

方
に
つ
い
て
も
、
市
町
村
が
作
成
す
る
特
定
居
住
促
進
計
画
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
促
す
こ
と
。
ま
た
、
同
計
画
の
策
定
に
係

る
市
町
村
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
支
援
を
行
う
こ
と
。
加
え
て
、
二
地
域
居
住
者
等
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
係
構
築

を
促
進
す
る
た
め
、
二
地
域
居
住
者
等
を
受
け
入
れ
る
地
域
の
体
制
や
環
境
の
整
備
に
必
要
な
支
援
策
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。 

 

八 

二
地
域
居
住
等
を
促
進
す
る
た
め
、
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
魅
力
や
メ
リ
ッ
ト
を
発
信
し
、
認
知
度
向
上
に
向
け
て

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
企
業
に
対
し
て
二
地
域
居
住
等
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
制
度
の
ニ
ー
ズ
や
課

題
、
必
要
な
支
援
等
を
把
握
す
る
こ
と
。
ま
た
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
踏
ま
え
て
、
従
業
員
が
二
地
域
居
住
等
を
円
滑
に
実
施
で

き
る
よ
う
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
を
含
め
、
所
要
の
環
境
の
整
備
を
促
す
こ
と
。
加
え
て
、
二
地
域
居
住
先
等
に
お
け
る
子

育
て
と
仕
事
の
両
立
な
ど
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
就
業
環
境
の
確
保
及
び
二
地
域
居
住
先
等
で
の
保
育
・
教
育

環
境
の
整
備
に
必
要
な
支
援
策
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

九 

二
地
域
居
住
等
が
災
害
時
の
避
難
先
の
確
保
や
支
え
合
い
の
基
盤
の
構
築
に
つ
な
が
る
こ
と
に
つ
い
て
周
知
に
努
め
る

と
と
も
に
、
こ
う
し
た
観
点
を
踏
ま
え
た
地
方
公
共
団
体
の
取
組
を
後
押
し
す
べ
く
、
好
事
例
の
共
有
を
含
め
必
要
な
対
応

を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
や
東
日
本
大
震
災
等
の
災
害
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
、
二
地
域
居
住
等
に

よ
り
、
被
災
地
に
多
様
な
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
人
材
を
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
復
興
の
加
速
化
や
地
域
の

発
展
に
も
資
す
る
こ
と
か
ら
、
被
災
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
二
地
域
居
住
等
の
実
態
や
支
援
等
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
更

な
る
促
進
に
向
け
た
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
。 

 

右
決
議
す
る
。 


